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 降雨流出過程の概要を把握するために 1 降雨ごとに総降水量と総流出高（総流量を流域面積で除した
もの）の関係を求め、総降水量が 10 mm程度と少ない場合、流出率に 3オーダー程度のばらつきが見ら









小値の間に 5 倍程度の違いが見られ、火口に近い東、南斜面では損失降雨強度が約 6 mm/h と小さく、
西斜面では約 18 mm/h、火口からはなれた東斜面では約 25 mm/h と相対的に大きな値が得られた。損失



























 平成 26年 1月 31日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終
試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査
委員全員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（環境学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
